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北陸地方整備局緊急災害対策派遣隊(TEC-FORCE)の発足について 

～23 日に発足式を行います！～ 

  

 
 
 

 

 

 

 １．発足式について 

   日 時：平成 20 年 5 月 23 日（金） 11 時 15 分～12 時 00 分 

   場 所：金沢河川国道事務所 2 階会議室 

       〒920－8648 石川県金沢市西念 4 丁目 23 番 5 号 

   対象者：金沢河川国道事務所隊員、金沢港湾・空港整備事務所隊員（17 名） 

   次 第：ⅰ）職務命令書交付 

       ⅱ）北陸地方整備局長訓辞 

       ⅲ）来賓挨拶 石川県土木部長、輪島市長 

       ⅳ）隊員代表による宣誓 

 

 ２．当日の取材について 

   傍聴及びカメラ撮り すべて可 

 

 ３．その他 

   北陸地方整備局においても、5 月 22 日（木）11 時より発足式が行われます。 

 

 

 

 

 

 

 

記者発表資料 

扱い  配付を持って解禁  

【問い合わせ先】 

○ 緊急災害対策派遣隊（TEC-FORCE）について 

国土交通省北陸地方整備局企画部防災課長 小川 信一 

 ℡ ：０２５－２８０－８８８０（内線３４１１） 

○ 発足式について 

国土交通省北陸地方整備局金沢河川国道事務所防災課長 勘角 俊介 

 ℡ ：０７６－２６４－８８００（内線２８１） 

○ 大規模自然災害が発生し、又は発生するおそれがある場合において、被災地方公共

団体等が行う災害応急対策に対する技術的な支援を円滑かつ迅速に実施すること

を目的として、北陸地方整備局緊急災害対策派遣隊（TEC-FORCE※）が創設されまし

た。（※Technical Emergency Control Force） 
○ 北陸地方整備局 TEC-FORCE の発足に伴い、このたび金沢河川国道事務所隊員、金沢

港湾・空港整備事務所隊員を対象に、発足式を行います。 

発表先 石川県政記者クラブ 



●地震、水害・土砂災害等から国民の生命と財産を守ることは国の基本的責務国民の生命と財産を守ることは国の基本的責務

●地球温暖化等による災害リスクの増大に対し、

人員・資機材の派遣体制等の充実人員・資機材の派遣体制等の充実を図り、危機管理体制を強化

活動内容活動内容活動内容

緊急災害対策派遣隊（ＴＥＣ－ＦＯＲＣＥ緊急災害対策派遣隊（ＴＥＣ－ＦＯＲＣＥ※※）） 平成２０年度創設平成２０年度創設

新潟県中越沖地震
における初動体制
のイメージ図

災害対策ヘリ

全国の地方支分部局職員等が本省の総合調整により活動
国が主体的に緊急調査を実施
関係機関と連携して必要な緊急応急対策を実施

排水ポンプ車

・これまでの国による緊急支援はその都度体制をとって対応

・あらかじめ職員をＴＥＣ－ＦＯＲＣＥ隊員として任命するなど、
事前に人員・資機材の派遣体制を整備し、迅速な活動を実施

・平時にシミュレーション、訓練を行うことによりスキルアップ

※Technical Emergency Control Force
被災状況の迅速な把握
社会基盤施設の早期復旧
・初動対応の迅速化
・専門チームによる集中対応
・復旧対策に関する技術指導の充実・強化

二次災害の防止
・被災箇所に対する高度な技術指導
・応急対策（立案・実施）
・災害危険度予測（避難判断）

その他災害応急対策
・緊急輸送の調整

事前に人員・資機材の派遣体制、
受け入れ体制を整備

事前に人員・資機材の派遣体制、
受け入れ体制を整備



先遣隊：先行的に派遣し、応援・支援の必要性や規模
を把握のうえ、派遣元の地整へ報告

〔地整等職員〕

現地支援班：現地の緊急災害対策（ＴＥＣ－ＦＯＲＣＥ）

各班及び被災地整等災害対策本部との連絡
調整、災害情報、応急対策活動状況等の情
報収集、現地支援センターとしての被災地の
支援ニーズの把握等を実施

〔地整等職員〕

情報通信班：衛星通信車、Ｋｕ－ＳＡＴ、照明車を派遣

し、被災状況の映像を配信
〔地整等職員〕

高度技術指導班：河川、砂防、海岸、道路、港湾等の

所管施設について、特異な被災事例等に対
する技術指導、被災施設等の応急措置及び
復旧方針樹立の指導
〔本省職員、地整等職員、国総研職員、土研
職員、港空研職員〕

被災状況調査班：
（防災ヘリグループ）
防災ヘリにより、被災状況を把握

〔地整等職員〕
（現地調査班）
踏査等により、河川、砂防、海岸、
道路、港湾等の所管施設の被災
状況を調査

〔本省職員、地整等職員〕

応急対策班：

・排水ポンプ車、照明車を派遣し、
排水を実施

・無人化施工機械、照明車を派遣し、二次災害の危険
のある箇所の土砂を撤去

・応急組立橋、資材を用いて、迂回路の設置等の応急
復旧を実施

・変位等の計測、ポンプ排水や押さえ盛土等の実施
・堤防決壊による河川の氾濫が発生した場合に、ポン
プ排水、応急仮締め切り等を実施
〔地整等職員〕

先遣隊
現地支援班 情報通信班 応急対策班

現地調査班

防災ヘリグループ

ＴＥＣーＦＯＲＣＥの班編成


